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? Al-11.0 mass%Si-1.9 mass%Cu-0.2 mass%Mg 合金を，
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類の凝固速度はそれぞれ，16 K/s および 7.7 K/s であっ
た．鋳型材質は，前者にはクロム銅を，後者には SKD61














加速電圧 200 kV でおこなった．
? 鋳造材の機械的性質は，ビッカース硬さ測定ならび
に引張試験によりおこなった．ビッカース硬さ測定は，
Future-tech FV-300A 硬さ試験機を用い，荷重 4.9 kN
としておこなった．引張試験は，島津製作所 AG-50kNE
引張試験機を用い，試験片の平行部寸法は，外径 6 mm，










3.1 光学顕微鏡組織および EPMA 分析
? 光学顕微鏡によるミクロ組織観察を Fig. 1 に示す．




? EPMA 分析の結果を Fig. 2 に示す．晶出物の多くに
は Si が検出された一方，Cu を主体とする晶出物の存
在も確認され，凝固速度が 7.7 K/s の場合には，Cu と
同一位置に Mg が検出された．Cu を含んだ粒状晶出物
は，Q-Al5Mg8Si6Cu2相あるいは θ-CuAl2相であると報告





物が減少したことにより，Cu や Mg が晶出することな
く過飽和に固溶したことが期待される．
3.2 機械的性質
? 鋳造材の機械的性質を Table 2 に示す．Table 2 に示
されたとおり，凝固速度差に対するビッカース硬さの
差（約 12%増加）に比較し，引張強さの差は約 2 倍と
大きくなった．Fig. 1 にみられたように，凝固速度の増
Fig. 1 調査材の光学顕微鏡組織写真．
















果を Fig. 3 に示す．Fig. 3 に示されたように，凝固速度












(b) 16 K/s 
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処理材の場合には，凝固速度が 7.7 K/s の材料の硬さ上
昇は約 15 %であったが，16 K/s の材料では約 30 %の硬
さ増大が生じ，T6 処理の場合とほぼ同じ硬さが得られ
た．









じた凝固速度 16 K/s 材の T5 処理材に関し，TEM を用
いた STEM-EDX マッピング像を Fig. 4 に示す．Fig. 4




















が 16 K/s の場合には，溶体化処理を省略した T5 材の
場合においても，T6 材と同等の硬さが得られた．
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